
令和２年度 学校経営計画書 

 石川県立金沢泉丘高等学校（全日制課程）  

学校長 宮 本 雅 春 
１ 教育目標 

心身一如の発達につとめて 

真理を求め、勉学を第一義とすること 

情操を豊かにし、自らの品位を高め、他者の人格を重んずること 

正義を愛し、誠実にして、社会から信頼されること 

 

２ 中・長期的目標 

(１) 学校の現状 

①  本校は、創設以来「心身一如」を校是とし、調和のとれた人材育成に取り組んでいる。「確かな学力」を身につけさせるとともに、次世代を担う心身共に健全で品位と良識あふ

れるリーダーの育成をめざし、保護者や県民から信頼される学校づくりを進めている。 

② 大学進学に関して、県内有数の進学校としての実績を収めている。世界を視野に高い志を掲げて学習させるとともに、第一志望を実現させることをめざしている。 

③ 平成１５年度からＳＳＨ研究開発１期目の指定を受け本年、４期目が終了する。５期申請に向け、国際的に活躍できる科学技術系人材の育成プログラムの完成を目指している。 

④ 平成２７年度からの５年間のＳＧＨの指定が終了し、グローバルな社会課題に関し、多面的に考え、多角的に行動する力を備えた、国際舞台で活躍する人材の育成のための本

校独自の探究活動プログラムが形になり、本校普通コースにもその指導のノウハウは波及している。そして新しい金沢泉丘ＳＧＨプログラムの開発に取り組んでいる。 

⑤ 平成２４年度に「いしかわニュースーパーハイスクール」の指定を受け、人文科学、自然科学の両分野における幅広い教養を身につけ総合力を備えた、国際性に優れた次世代を

担うリーダーの育成をめざしている。本県ニュースーパーハイスクールの牽引役の使命を担っている。 

(２) 生徒に関する中・長期的目標 

① 「確かな学力」の育成 

進学実績の向上をめざし、確かな知識に基づいた深い学びにつながる質の高い教科指導を、ICT の活用や主体的・協働的な学習方法を取り入れながら、組織的に展開する。 

② 豊かな心の育成 

「心身一如」の具現化に向け、部活動・学校行事・社会奉仕活動等の教育環境・設備を整え、次世代を担うリーダーに必要な人格の陶冶をめざす。 

(３) 教職員・学校組織等の望ましい在り方 

① 指導力の向上と組織の活性化 

県民目線で教育公務員としての規範意識をしっかりもち、法令を遵守する。効果的な教育活動を展開するために、研究授業や職員研修会をとおして教職員の指導力を高める。

また、組織運営の合理化・効率化を推し進めることにより、教職員がワーク・ライフ・バランスを維持し、活力と創造力を十分に発揮することのできる職場環境を形成する。 

② 開かれた学校づくり 

本校の方針や特色ある取り組みを、積極的に県民に伝え、広く協力・支援が得られる学校とする。また、ＰＴＡや地域社会とも連携することによって、本校の教育活動が有機

的に展開することをめざす。 

 

３ 今年度の重点目標 

創立１２７年目を迎える歴史と伝統を踏まえ、建学精神に基づいた教育活動の実践に努める。 

(１)「勉学を第一義とする」をふまえ、質の高い学力を育成する。 

・知的好奇心旺盛な生徒に質の高い授業を提供する。生徒の質問力を高めるなど指導法の研究・改善に努める。新しい大学入試で求められる力及び大学卒業後もイメージし、過

年度生も含めた生徒の高い進路志望の実現を図る。 

(２) 探究活動プログラムの進化・発展に努める。 

   ・これまで積み上げてきたＳＳＨ・ＳＧＨプログラムを進化・発展させるとともに、その指導法を本県高等学校に波及させる。また、ＳＳＨ５期申請に向けＳＳＨ・ＳＧＨプロ

グラムを融合させるなど新しい探究活動プログラムを研究する。 

(３)「品位を高め、他者の人格を重んずること」をふまえ、よりよき集団づくりをめざし、絶えず自己研鑽に努める生徒を育てる。 

・挨拶の励行、体力の向上、環境美化、部活動・生徒会活動の活性化に努める。 

(４)「正義を愛し、社会から信頼されること」をふまえ、生徒とともに開かれた学校づくりに努める。 

・授業公開など学校公開の機会の拡大を図る。地域社会と連携したボランティア活動を推進する。 

(５) 組織運営・教職員の働き方の改善により、教育活動の効果を一層高める。 

・効率的で密度の濃い学習活動、部活動・生徒会活動の推進に努める。 



 

令和２年度 自己評価計画書 石川県立金沢泉丘高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現   状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

１ 「勉学を第一義

とする」をふま

え、質の高い学力

を育成する。 

 

 

知的好奇心旺 

盛な生徒に質 

の高い授業を 

提 供 す る 。  

生徒の質問力 

を高めるなど 

指導法の研 

究・改善に努 

める。 

新しい大学入 

試で求められ 

る力及び大学 

卒業後もイメ 

ージし、過年 

度生も含めた 

生徒の高い進 

路志望の実現 

を図る。 

 

①  授業を通して「生徒の質

問力の向上」を目指す。そ

のために、「生徒の質問力」

をテーマとした研究授業

を、各教科や少人数のグル

ープで行い、授業改善に取

り組む。 

教務課 昨年度、本校で勤務年数の長い教員の知識や経験

を生かすとともに「授業教材の共有化」に取り組み、

効率的・効果的な授業を目指した。その結果、昨年１

２月の生徒による授業評価で、「授業が充実している

か」の全体平均値が 3.62 と高い値であった（前年比

0.07 上昇） 

今年度、新たに「生徒の質問力の向上」を目標に掲

げた。昨年度、生徒にしてほしい質問を段階的に整理

した質問ルーブリックを、各教員に考えてもらった。

これを踏まえ各教員が、生徒が授業内容を掘り下げ

る質問ができるよう、授業を工夫することで、生徒の

論理的思考力、判断力、表現力を高めたい。 

 

【満足度指標】 

生徒の授業に対する

満足度が高まる。 

「授業が充実しているか」の質問

に対して、以下の①から④と答え

た生徒の割合を算出し、順に４、

３、２、１を乗じて、加えた値 α

を算出する。 

① 「よくあてはまる」 

② 「ややあてはまる」   

③ 「あまりあてはならない」 

④「全くあてはまらない」 

α の値が 

 A ３．６０以上 

 B ３．５５以上 

 C ３．５０以上 

 D ３．５０未満 

 

C・D の場合、授

業改善に向け

た取り組みの

再検討を行う。 

生徒による

授業評価を

実施 

②  模試や大学入試の分析結

果を提供し、大学・学部研

究を深め、難関大学を志望

する生徒の意欲を高める。

特に、３年生には、東大・

京大・医学部説明会や補習

など、第 1 志望を貫く集団

づくりを進める。また、新

テストに向け、深い思考力

の育成を習熟度別授業や校

内模試問題の研究により進

める。 

進路指

導課 

東京大学の現役合格者は、引き続き１０人以上を

目指したい。 

３年生の難関１０大学志望者数は、２月の進路志

望調査によると２６２名で、例年よりやや多い。 

２年生の進路志望調査の結果は例年とほぼ同じで

高い志望を維持している。 

【成果指標】 

受験集団としての意

識が高まり、東京大

学・京都大学・国公立

大学医学科の合格者

が増加する。 

東京大学・京都大学および国公立

大学医学科合格者の合計人数(重

複可)が、 

 A ４０人以上 

 B ３０人以上 

 C ２０人以上 

 D ２０人未満 

C・Dの場合、授

業や３年間を

見通した進学

指導について、

再検討を行う。 

年度の当初

に入試反省

会・検討会を

実施 

③  ホーム担任は担当生徒に

対し、年間６回以上の個別

面接指導を実施する。また、

学習時間調査の結果も踏ま

え、家庭学習の定着を図る。 

１学年 臨時休業という厳しい状況からスタートした。オ

ンライン ST により、生徒が起床時間や就寝時間を回

答することで、生徒の生活習慣の確立を促すととも

に動画配信や質問に答える仕組みを整え、学習に対

する不安を減らしたい。スムーズに学校生活に入る

ことができるよう様々な工夫が必要である。 

【満足度指標】 

個人面接指導により、

生徒の学習姿勢や学

力が向上する。 

一年間の学年団の指導が、自分の

学力や学習姿勢の向上に役立った

と考える生徒の割合が、 

 A ９５％以上  B ９０％以上 

 C ８５％以上  D ８５％未満 

C・Dの場合、よ

り効果的な個

人面接指導の

あり方につい

て再検討を行

う。 

生徒による

アンケート

調査を実施 

④  ホーム担任は、年間５回

以上の個別面接指導を通し

て、高い進路志望の確立を

図る。また、学習時間調査

の結果も踏まえ家庭学習の

定着を図る。 

２学年 一時期、学習時間が得意科目に偏る傾向にあった

が、改善が見られバランスが整った。スマートフォン

使用をコントロールさせ、特に休日の家庭学習時間

を増やすことが課題である。高い学力を有しながら、

志望が硬直している生徒が散見される。 

【満足度指標】 

個人面接指導により、

生徒の学習姿勢や学

力が向上する。 

一年間の学年団の指導が、自分の

学力や学習姿勢の向上に役立った

と考える生徒の割合が、 

 A ９５％以上  B ９０％以上 

 C ８５％以上  D ８５％未満 

C・Dの場合、よ

り効果的な個

人面接指導の

あり方につい

て再検討を行

う。 

生徒による

アンケート

調査を実施 

⑤  授業内容をより充実させ

るとともに、放課後補習お

よび個人添削等を通して、

生徒一人一人の志望や学力

にあわせた指導を展開して

いく。 

３学年 学習習慣の定着と基礎基本の徹底を柱に指導して

きたが、部活動との両立に悩み、家庭学習の時間を確

保できない生徒が見られる。校外模試では成績上位

者がいる一方、伸び悩む者もあり成績が二極化しつ

つある状況となっている。２年２月で東大志望者３

２名、京大６０名、医学科２７名、その他難関大１７

０名となっており、生徒一人一人の進路志望の実現

に向けてさらに高い学力を身につける必要がある。 

【成果指標】 

個に応じた指導によ

り、第一志望の大学へ

の進学が実現する。 

難関１０大学及び国公立大学医学

部医学科の合格者数が、 

 A １００名以上 

 B  ９０名以上 

 C  ８０名以上 

 D  ８０名未満 

C・Dの場合、授

業や補習、個人

添削等の方法

について、再検

討を行う。 

次年度の当

初に入試反

省会・検討会

を実施 



 石川県立金沢泉丘高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現   状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

２ 探究活動の進化・ 

発展に努める。 

これまで積み 

上げてきたＳ 

ＳＨ・ＳＧＨ 

プログラムを 

進化・発展さ 

せるとともに、 

その指導法を 

本県高等学校 

に波及させる。 

また、ＳＳＨ５ 

期申請に向け 

ＳＳＨ・ＳＧＨ 

プログラムを 

融合させるな 

ど新しい探究 

活動プログラ 

ムを研究する 

①  カリキュラムの中の科学

的な課題研究活動を充実さ

せることで、生徒の探究力・

思考力・行動力の向上を図

る。また、それぞれの探究

活動において生徒が自らの

変容を確認できるファイル

の作成に取り組む。さらに

文理融合の課題研究への取

組も実践する。 

ＳＳＨ 

推進室 

ＳＳＨ事業は４期５年目となり、理数科の課題研

究活動プログラムはある程度確立され、普通科普通

コース理型の課題研究活動も授業改善されたこと

で、生徒の探究心の向上がみられるようになった。今

後はより多面的な見方の育成のため、文理融合の課

題研究にも取り組みたい。探究活動の評価について

は、ルーブリックを使用しているが、点数評価に偏っ

ている部分がある。点数評価も大事にしつつ、生徒自

身が自らの変容を振り返ることができる評価になる

よう工夫していく必要がある。 

【満足度指標】 

ＳＳＨの取組で探究

力・思考力・行動力が

身につく。 

『AI 課題研究Ⅰ』(1 年)『AI 課題

研究Ⅱ』『SS 課題研究Ⅰ』(2 年）

『AI 課題研究Ⅲ』『SS 課題研究Ⅱ』

(3 年）は、「探究力、思考力、行

動力を高める機会になっている」

の項目で、「よくあてはまる」「あ

てはまる」と回答する SSH 主対象

生徒の割合が、 

A ９０％以上  B ８０％以上 

C ７０％以上  D ７０％未満 

C・Dの場合、計

画の再検討を

行う。 

生徒による

アンケート

を実施 

②  課題研究を中心とした探

究型学習のプログラムの改

善を図り、より「文理融合」

を強化したカリキュラム開

発を行う。また、問いを立

てる力の育成など他にも新

たな目標を設定して、その

達成のために事業を展開す

る。 

ＳＧＨ 

推進室 

ＳＧＨの指定が終了し、5年間の研究開発を通して

課題研究を軸とした探究型学習のカリキュラムも確

立した。今年度は、新しく設定した目標に基づき、こ

れまでの事業の継承だけではなく、より高度なもの

にプログラムを発展させていくことが求められる。

特に、ＳＳＨ推進室との連携を強化することで、学校

全体としての探究のあり方を議論しながら、構築し

ていく必要がある。 

【満足度指標】 

ＳＧＨの取り組みで

思考力や表現力、他人

と協働する態度が育

成できる。 

『SG 探究基礎』(1 年)や『SG 探究』

『NS 探究 α』(2 年)『SG 探究活用』

『NS 探究 β』(3 年)は、「自らの

考えを相手を意識し客観的な根拠

に基づき論理的に表現する能力を

高める機会となっている」という

項目で、「よくあてはまる」「おお

むねあてはまる」とする生徒の割

合が、 

 A ９０％以上  B ８０％以上 

 C ７０％以上  D ７０％未満 

C・Dの場合、内

容の再検討を

行う。 

生徒による

アンケート

を実施 

３ 「品位を高め、他

者の人格を重ん

ずること」をふま

え、よりよき集団

づくりをめざし、

絶えず自己研鑽

に努める生徒を

育てる。 

 

 

挨拶の励行、

体力の向上、

環境美化、部

活動・生徒会

活動の活性化

に努める。 

①  各種の講演会を生徒の発

達段階に応じて適正に開催

し、品位を高め心豊かで、

グローバル人材となる資質

を育成する。 

総務課 昨年度 10 月に「生き方講演会」（探検家・人類学

者・外科医 関野吉晴氏）、２月に１年生対象に「人

権教育・国際理解講演会」（増山仁氏）などを実施し

た。講演会後の生徒アンケートでは、８７．５％の生

徒が「満足している」と回答しており、ここ５年間の

平均は、８７％を超えている。 

【満足度指標】 

講演会を積極的に評

価している生徒の割

合が大きい。 

「講演会が知識や経験を学び、生

き方を考える良い機会となってい

る」の項目で、「よくあてはまる」

＋「ややあてはまる」の割合が、 

 A ９０％以上  B ８０％以上 

 C ７０％以上  D ７０％未満 

C・Dの場合、次

年度に向け、講

師の選定等を

工夫する。 

生徒へのア

ンケート調

査を実施 

②  基本的生活習慣の確立を

図ることを目的に、挨拶の

指導を徹底する。 

・場面に応じた、元気で明

るくさわやかな挨拶 

・授業の開始、終了の挨拶 

・職員室等の入室マナー 

生徒指

導課 

登校時や校内（廊下等）では、自主的に挨拶をする

生徒が増えてきている。しかし、来校者や地域の方々

に対する挨拶については、まだ十分ではなく、他者か

らみて好感がもてるとは言い難い。 

【成果指標】 

しっかりと挨拶が出

来る生徒が多くなる。 

「場面に応じた元気で明るくさわ

やかな挨拶ができている」と答え

た生徒が、 

 A ９５％以上 

 B ８５％以上 

 C ７５％以上 

 D ７５％未満 

C・Dの場合、Ｈ

Ｒや学年集会

を通して、再度

指導を行う。 

生徒へのア

ンケート調

査を実施 

③  「いじめを絶対に許さな

い」学校づくりを推進する

ために未然防止の取り組み

を行う。 

生徒指

導課 

ふざけているつもりでのからかいや、ＳＮＳでの

不適切な表現などでの問題等がある。 

【成果指標】 

互いに認め合い助け

合う仲間づくりがで

きる生徒が多くなる。 

「他人の人格を重んじ、尊重する

態度で接するとともに助け合う仲

間づくりができる」と答えた生徒

が、 

 A ９８％以上 B ９５％以上 

 C ９０％以上 D ９０％未満 

C・Dの場合、Ｈ

Ｒや学年集会

を通して、再度

指導を行う。 

生徒へのア

ンケート調

査を実施 

④  部活動等の活性化及び競

技力の向上を図るとともに

部活動と勉学の両立（文武

両道・文武不岐）をめざす。 

生徒指

導課 

部活動加入率は高く、意欲的に活動し、有意義であ

ると答えている生徒が多い。運動部は総体総合成績

において県立高校１位である。文化部でも多くの部

が上位大会に出場し、優秀な成績を収めている。 

【成果指標】 

生徒主体の活発な活

動により上位大会に

進出する部が増える。 

県予選を突破しﾌﾞﾛｯｸ大会以上の

大会・行事等に出場した部活動が、 

 A ２１以上  B １７以上 

 C １３以上  D １３未満  

C・D の場合、次

年度へ向け、指

導方法を工夫

する。 

県総体･総文

等の結果報

告による 

⑤  環境ＩＳＯ活動を意識し

て、環境保全に配慮した生

活となるようにする。 

・ゴミの分別・節水・節電 

・学校周辺のゴミ拾い 

保健環

境課 

探究的な授業等において学んだ、地球環境に調和

した持続可能なライフスタイルについて、知識とし

てだけではなく、自分自身の生活の中で実践するこ

とが課題である。 

【満足度指標】 

環境保全を意識して

生活し、実践してい

る。 

校内の環境保全活動に努めている

と答えた生徒の割合が、 

 A ９０％以上 B ８０％以上 

 C ７０％以上 D ７０％未満 

C・Dの場合、取

り組みの見直

し・改善を検討

する。 

生徒へのア

ンケート調

査を実施  



 石川県立金沢泉丘高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現   状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

  ⑥  読書と学習環境の整備に

努め、学校図書館としての

機能と魅力を高める。 

委員会活動、購入図書の

精選、広報活動、教科や調

べ学習の場の提供などに努

め、貸し出し冊数や入館者

数の増加を図る。 

図書課 情報メディアの普及による読書離れの影響は本校

生徒にも見られるが、普段の読書啓発・読書推進活動

はもとより、授業や教科の学習と連動した読書や図

書館利用の一層の充実を図ることが今後の課題であ

る。 

【成果指標】 

図書館の利便性が高

まり、図書の貸し出し

数が増えている。 

１年間の図書の貸し出し冊数が、 

 A 4,500 冊以上 

 B 4,000 冊以上 

 C 3,500 冊以上 

 D 3,500 冊未満 

C・Dの場合、取

り組みの見直

しと改善を検

討する。 

月毎の貸し

出し数調査

を実施 

⑦  悩みや問題を抱える生徒

の早期発見に努め、教職員

間の連携を密にしながら、

生徒一人一人が希望を持っ

て学校生活を送ることがで

きるように支援する。 

教育相

談室 

進路に対する不安や学習面でのつまずき、人間関

係の悩みなどによって、学校生活に対する意欲を失

いかけたり、情緒が不安定になったりする生徒が見

受けられる。 

【満足度指標】 

気軽に相談室を利用

することで、精神の安

定が保たれるように

する。 

相談室を利用した生徒による学校

評価アンケートの「気軽に相談で

き利用しやすい」の項目で、「よく

あてはまる」＋「ややあてはまる」

の割合が、 

 A ９０％以上  B ８０％以上 

 C ７０％以上 D ７０％未満 

C・Dの場合、学

年、関係各課室

と連携して対

策を検討する。 

来室者への

アンケート

調査を実施 

４ 「正義を愛し、社

会から信頼され

ること」をふま

え、生徒とともに

開かれた学校づ

くりに努める。 

 

 

・保護者懇談会、

授業公開の機

会の拡大を図

る。地域社会と

連携したボラ

ンティア活動

を推進する。 

①  保護者懇談会、PTA 活動、

いしかわ教育ウィークなど

を通して積極的に学校を公

開し、保護者や地域住民と

の連携を強くし、開かれた

学校づくりをめざす。 

総務課 昨年、「ＰＴＡ総会」は 787 名（家族含むと 907

名）、「生き方講演会」に 35 名の保護者、いしかわ

教育ウィークは 211 名の来校者があり、合計 1,033

名であった。（一昨年の合計 1,023 名） 

保護者アンケートの「学校は開かれた学校づくり

に積極的に取り組んでいる」については、94％が評価

しており、ここ５年間の平均は、94.8％である。 

【成果指標】 

本校の教育に対する

保護者等の関心が高

まり、学校公開への参

加者が増える。 

今年度の「PTA 総会」、「いしかわ

教育ウィーク」・「生き方講演会」

の保護者・地域住民の来校数が合

わせて、 

 A 1200 人以上 

 B 1000 人以上 

 C  800 人以上 

 D  800 人未満 

C・Dの場合、PTA

と協力して広

報活動に努め

る。 

PTA 総 会 

(5/12) 

いしかわ教

育ウィーク 

 (11/1～7) 

②  理数科１、２年生、ＳＳ

Ｈ委員、ＳＳ部及び科学系

の部所属の生徒が「金沢泉

丘ｻｲｴﾝｽｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ」、「創立

記念祭における理科教室」

等、自ら企画・運営・参加

する機会を増やし、内容を

充実したものとすること

で、科学教育の面から地域

に貢献する。 

ＳＳＨ 

推進室 

毎年理数科１年生が、「創立記念祭」に来校した小

学生等に対して「理科教室」を開催し、参加者から好

評を得ている。特別講義を一般にも公開し、地域の方

や中学生が参加できるようにしている。また、金沢子

ども科学財団と「金沢泉丘サイエンスグランプリ」を

共催し、高校生と小中学生が協働活動することで、科

学教育の面から地域に貢献している。金沢子ども科

学財団とは双方向の連携ができるよう体制を確立さ

せたい。 

【満足度指標】 

ＳＳＨの取組を地域

に還元できる。 

「理科教室や金沢泉丘サイエンス

グランプリおよび金沢子ども科学

財団との連携プログラムに参加し

て、どう思いますか」という質問に

対して「大変良かった」と回答する

プログラムの参加者の割合が、 

 

 A ９０％以上  B ８０％以上 

 C ７０％以上  D ７０％未満 

C・Dの場合、次

年度に向け、取

り組みの改善

を検討する。 

参加者への

アンケート

調査を実施 

③  「学年だより」、「進路

だより」等を通じて、保護

者に学校の様子を理解して

いただく機会を増やし、保

護者の学校行事への参加拡

大につなげていく。 

１学年 

２学年 

３学年 

定期的な「学年だより」「進路だより」の他に、伝

えたい機会を逃さず「学年通信」を生徒向けに発行し

ている。１年次に「学校からのたよりによって、学校

の様子がわかる」と回答した保護者は 72.8％であっ

た。２年次に「学校からのたよりによって、学校の様

子がわかる」と回答した保護者が 75.4％であった。 

【満足度指標】 

学校からのたより・通

信等をとおして、保護

者に学校の様子がよ

くわかる。 

「学校からのたよりによって、学

校の様子がわかる」と回答した保

護者が、 

 A ９０％以上  B ８０％以上 

 C ７０％以上  D ７０％未満 

C・Dの場合、次

年度に向け、内

容の改善を検

討する。 

保護者への

アンケート

調査を実施 

５ 組織運営・教職員

の働き方の改善

により、教育活動

の効果を一層高

める。 

・効率的で密度の濃

い学習活動、部活

動・生徒会活動の

推進に努める。 

①  業務の見直し、密度の濃

い会議運営など組織運営の

効率化、職場環境の改善、

教職員の意識改革、時間管

理の工夫等を進めることに

より、教職員のワーク・ラ

イフ・バランスをとり、教

育活動の質の向上を図る。 

管理職 進学校としての進路指導・学習指導、文武両道を目

指す部活動指導、ＳＳＨ・ＳＧＨプログラムを中心と

した新しい時代の要請に応える教育活動の展開、創

立記念祭をはじめとした生徒会活動への指導など、

教職員に求められる業務が多種多様で、量的にも負

担が大きい。業務改善、職員の意識改革をとおし、効

率的で密度の濃い、そして質の高い教育を展開して

いく必要がある。 

【満足度指標】 

気力、知力、体力の面

から、一層効果的な教

育活動を展開できて

いると感じている教

員の割合が高い。 

ワーク・ライフ・バランスをとるこ

とにより、気力、知力、体力が充実

し、一層効果的な教育活動を展開

できていると回答する教員の割合

が、 

A ８０％以上 B ６０％以上 

C ４０％以上 D ４０％未満 

C・Dの場合、次

年度に向け、内

容の改善を検

討する。 

教員へのア

ンケート調

査を実施 

 


